　　　　　　第６７回『謳粋会』の記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　篠田　康
　　　　　　　日時　平成16年3月12日㈮

　　開催　場所　西日暮里『アルハンブラ』

◎本日の料理
　オードブル盛り合せ
　マッシュルームのガーリック焼き（セゴビア風）

　

　タラの土鍋仕立て（バスコ風）

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　地鶏のローストガーリック風味（マドリード風）

　ミックスパエリャ（バレンシア風）

　パ　　　ン
　デザート
　　　　　アイスクリーム

　コーヒー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ビール
　　　　　　　　アサヒスーパードライ
　ワイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　赤
　日本酒
　大晴雲　　　晴雲酒造株式会社　　創業享保二年 (1717）

　　　　　　　　　　埼玉県比企郡小川町大字大塚178 　☎0297(35)0002

　　　　　　　　　　代表者　中山　雅義　　杜　氏　　小松　弘

　　　　　　　　　　原料米　山田錦　　　　精米歩合　39％

　　　　　　　　　　酸　度　1.3 　　　　　日本酒度　＋5
　　　　　　　　　　用酵母　協会9号　　　仕込み水　玉の井戸

　　　　　　　武蔵野の小京都と言われる、自然豊かな盆地にある城下町

　　　　　　　・埼玉県小川町は、秩父山塊を源とする槻川が流れ、古来

　　　　　　　よりこの清流を使って上質の和紙の紙漉きが続けられてお

　　　　　　　ります。その水質と気候の良さは、又、明治の頃から　関

　　　　　　　東灘　の異名を持つ名醸を育んで来ました。晴雲はそ

　　　　　　　の“郷土の代表酒”として地元で愛飲される代表格であり

　　　　　　　ます。蔵にある“玉の井戸”からほとばしるようにわき出

　　　　　　　る仕込み水は硬水で、地元の有機無農薬米を使って、端麗

　　　　　　　な酒を醸し、小川町在住の版画家が作った和紙のラベルを

　　　　　　　貼った純米吟醸を出荷するなど、小川町ならではの酒にこ

　　　　　　　だわっております。

　　（社　歴）創業明治36年、関東の誇る名杜氏・小竿金作が長らく名酒

　　　　　　　を育て、その高弟で二代目上野友丸杜氏に引き継がれ、寒

　　　　　　　造りの最中、夜も寝ずに醪もろみを見て回る手作り。立教大

　　　　　　　学英文学教授で酒通だった船戸英夫氏が褒め契った純米酒

　　　　　　　「晴雲」の、味わい深い馥郁たる香味、吟醸「大晴雲」の

　　　　　　　微志津は、小川町ならではのものである。

　甲　　子　　　株式会社飯沼本家
　寒梅花開き　　　　千葉県印旛郡酒々井町馬橋106 　　☎0869(57)3790

　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　杜　氏　　青野　　亨

　春酒香んばし　　　原料米　美山錦100%　　精米歩合　49％自家精米

　純米大吟醸生酒　　酸　度　1.6 　　　　　日本酒度　＋2
　　　　　　　　　　用酵母　協会 901号　　仕込み水　酒々井の地下水

　　で　　　　　　　１月の極寒期に酒造好適米の「美山錦」を49％にま

　　　　　　　　　　で磨いた白米と、米麹のみで発酵させ、手塩に掛け

　　　　　　　　　　て醸した吟醸純米生酒です。馥郁たる吟醸香と生酒

　　　　　　　　　　特有のフレッシュでさわやかな最高の味わいを、心

　　　　　　　　　　行くまで御楽しみ下さい。

　蔵出し氷割仕込み
　大和川　　　合資会社大和川酒造店
　限定品純米酒　　　福島県喜多方市字押切南 2-115　　☎0241(22)2223

　弥右衛門　　　　　代表者　佐藤　芳伸　　　杜　　氏　

　　　　　　　　　　原料米　華吹雪　　　　　精米歩合　58％

　　しぼりたて　　　酸　度　　1.6 　

　　　　　　　　　　日本酒度　＋5　　　　　使用酵母　協会901号

　　　　　　　　　　大地が育んだ良質米と飯豊山系の伏流水によって醸

　　　　　　　　　　された美しい酒です。恵まれた素材と風土の中で造

　　　　　　　　　　り手の顔が見える酒造りに努めています。

〖後　記〗

　　　　（私の赤坂の想い出）

　昔は、赤坂にも随分通った思い出がある。若い頃は、銀座にもよく行ったが、銀座と違って赤坂は、落ち着いて温かく、ほんのりと包んでくれる様なそんな雰囲気が好きだった。

　サントリーのシャトーリオンの会にも入って、フレンチに舌鼓をうち、取り分けローストビーフを堪能した。サントリーがビールを出した時に試飲を頼まれ、スコールクラブの会員になり、ワインの宣伝が始まるとヴィンテージクラブに入り、サントリーを通して赤坂との繋がりが出来てしまい、赤坂を訪ねる機会が増えました。

　その当時の赤坂は、黒板塀に囲まれた料亭が軒を連ね、夕方になると、お座敷に通う芸者さんの艶やかな姿があり、黒塗りの高級車が料亭の周りを取り巻いていた。所謂、待合政治が盛んに行われていた時代なのである。今はその料亭街はすっかり影を潜めて、ビルがひしめく街に変わってしまった。中にはビルの中に入った料亭もあるらしいが、もう、黒塗りの高級車が道に並ぶのは見られない。そして、一番目に付くのは韓国料理店だ。ハングル文字の看板が街を覆い、ソウルに来たのではないかと錯覚をする程の悲しい現状になった。

　赤坂東急ホテルの地下には、有名料理店が軒を連ねているが、その殆どの店を味わった。一ツ木通りに「景徳鎮飯店」が開店した時に訪ねたが、今は無くなっている。何処か他に移ったらしい。「楼外楼飯店」は、六本木の店よりも先に味わった、かって、「ミカド」というキャバレーがあった、今その後は道場六三郎の「ポアン六三郎」と中華料理の「離宮」になっており、「離宮」は周富徳が料理長の時にサインを頂いた。その他、小さい店だけど美味しいと評判の店は「済南」や「日民々」と中華料理ばかり挙げたが、フレンチでは「ビストロ・サンノー」、日本の洋食の「津々井」もあり、その近くの「砂場」の蕎麦は絶品だ。懐石料理は「しる芳」や「伊真沁」など数軒あり、うなぎでで有名な「重箱」と一々思い起せばまだまだあると思う。

　以前、向田邦子さんの妹さんの店で、三丁目『天成』の近くに『ままや』と言う小料理屋があった。安くてメニューが豊富で美味しい店なので、何時もお客さんで満席だった。もう数年前に無くなったのだが、今尋ねても、どの辺だったのか皆目見当が付かない。かっての赤坂の良さを懐かしく思うのは、私のような年寄りだけなのかも知れない。

　　　　　　　　　　踊り子に春たゆたいぬバレンシァ

　　　　　　　　　　パエリヤの皿に飾りたるねこやなぎ

　　　　　　　　　　　座席図（敬称略・卒業年記）
　　　　　　(昭36卒)若山宏○　　　　　○　　　高橋　渓

　　　　　　(昭31卒)菊地清○　　　　　○(昭37卒)南　隆男

　　　　　　(昭31卒)関　隆之○　　　　　○(昭41卒)久松信明

　　　　　　(昭31卒)倉持　功○　　　　　○(昭31卒)蓮幸治

　　　　　　(昭31卒)高野久弘○　　　　　○(昭31卒)田村恒
　　　　　　(昭31卒)大野金一○　　　　　○(昭33卒)千葉晃毅

　　　　　　(昭31卒)山本嘉子○　　　　　○(昭31卒)酒井隆二

　　　　　　(昭31卒)山田晴康○　　　　　○(昭31卒)横手一郎

　　　　　　(昭20卒)篠田康○　　　　　○(昭37卒)小田倉允伸

　　　　　　(昭41卒)高山了○　　　　　○(昭31卒)皆藤祐治

　◎平成十六年二月の例会　　平成16年4月3日㈯15:30

　　　　　　　　　　　　　　土浦『霞月楼』
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